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本日の流れ

８：45 記者会見 開始

出席者紹介、経緯説明（司会：横須賀市広報課職員）

８：47 取り組みの概要説明（横須賀市長）

８：50 ３市１町首長挨拶（鎌倉市長、逗子市長、三浦市長、葉山町長）

８：58 日本テレビ放送網（株）取締役常務執行役員  黒崎太郎様、
同志社大学 ハリス理化学研究所専任研究所員（助教） 桝太一様 挨拶

９：05 質疑応答

９：20 フォトセッション

９：30 閉会
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取り組みの背景

・相模湾の沿岸では、海藻を食べる魚やウニの増加や海水温上昇などに
より、水産資源の生育場である藻場が消滅する「磯焼け」が進行

・アマモなどの海草や海藻など、海の生物の作用で海中に取り込まれる炭素は
「ブルーカーボン」と呼ばれ、吸収源対策の新しい選択肢として注目
磯焼け対策を進めることで、脱炭素の取り組みも進む
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これまでの経緯１ 三浦半島４市１町 首長懇談会（令和５年８月18日）

主な取り組み内容

横須賀市
・磯焼け対策として、ウニ・アイゴの駆除や、
民間と連携した、ミニストーン工法（※１）による藻場の造成

・Jブルークレジット（※２）の申請と認証（令和５年12月）（CO2吸収量0.6t）

鎌倉市
・磯焼け対策として、ウニ駆除や砂浜に打ち上げられた海藻の
利活用・母藻（※３）を海に戻す活動に対する支援

逗子市
・漁業者や市民団体による磯焼け対策としてウニ駆除
・地元企業等による藻場の造成

三浦市
・磯焼け対策として、ウニ・アイゴの駆除
・早熟カジメの試験的な育成と藻場の保全

葉山町
・磯焼け対策としてウニ駆除、藻場造成（母藻の設置、アマモの種苗生産・移植等）
・地元漁協によるJブルークレジット の申請と認証（令和４年12月）（CO2吸収量46.6t）

※１かご付きでウニやアイゴ等か
ら物理的に藻場を守る工法

※３海藻のうち、胞子を排出でき
る状態にあるもの

テーマ「三浦半島×ブルーカーボン」

・各市町の取り組み内容を共有
・磯焼けやBCの取り組みを連携して進めることの意見提案 ⇒ 検討開始
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※２ブルーカーボンのCO2吸収量を
貨幣換算したもの

R

R



2024/05/17 「三浦半島4市１町ブルーカーボンの取り組みで連携」当日配布資料

これまでの経緯２ 日本テレビ放送網株式会社

・開局70周年企画
海の環境保全に関わる活動を推進するため
「日本列島ブルーカーボンプロジェクト」をスタート

番組『ウミコイ－今 海に出来ること－』の放送開始（昨年10月から）

日本全国の“海を愛する人々”を紹介しながら、ブルーカーボンの重要性を発信

 プロジェクトの学術監修として、桝太一氏（同志社大学ハリス理化学研究所助教）を招聘

  一般社団法人ＵＭＩＳＵＫＥの設立

海の環境保全やブルーカーボン、地域振興施策などについて専門な知見を持つ
 スペシャリスト集団
  ※木村尚氏（NPO法人海辺つくり研究会理事）、桑江朝比呂氏（ジャパンブルーエコノミー

技術研究組合理事長）、佐藤大吾氏（NPO法人ドットジェイピー理事長）
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2024/05/17 「三浦半島4市１町ブルーカーボンの取り組みで連携」当日配布資料

今回までの経緯３ 三浦半島４市１町と日本テレビ放送網株式会社

横須賀市

鎌倉市

逗子市三浦市

葉山町

三浦半島４市１町

・海の豊かさを将来に向けて守っていくことを共同で表明

二酸化炭素の吸収源となる藻場の再生（ブルーカーボン）や、漁業振興に向けた磯焼け対策、
また多くの人々にアクションを起こしてもらうための意識啓発の施策やスキームについて、
検討

三浦半島４市１町と日本テレビ放送網株式会社で共同リリース（令和５年10月６日）
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キックオフ

• 課題解決に向けた手法や知見を共有するため、
連携体制（三浦半島ブルーカーボン推進会議）を構築 ⇒共通の規約をもって進めることを明文化

三浦半島４市１町の連携始動

横須賀市

鎌倉市

逗子市三浦市

葉山町

三浦半島４市１町
連携体制 寄附

日本テレビ

日本テレビ放送網株式会社
• 取り組みに支援するため放送での取り上げと地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）などに

よる寄附を実施
• （一社）UMISUKEのもつ、専門的な知見に基づいた助言の提供

(一社)UMISUKE

助言
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各市町の取り組み（予定）

取り組み内容 詳 細

横須賀市

藻場の再生 相模湾（長井）におけるカジメ場の造成

海洋環境問題の啓発 市民によるアマモの植え付けや観察、セミナーの開催など

鎌倉市 海洋環境問題の啓発
公立小中学生を対象とした海の環境に関するPBL
（課題解決型学習）

逗子市 藻場の再生 藻場を増やす事業者の取組に対する補助

三浦市 藻場の再生
城ヶ島におけるアマモ場の造成
諸磯におけるカジメ場の造成

葉山町 海洋環境問題の啓発
・ブルーカーボンの啓発イベントの開催
・ブルーカーボン教材(アマモブック）の作成
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各市町関係者及び問合せ先

担当課 担当 連絡先

横須賀市 経営企画部都市戦略課 課長 吉田 裕一 046-822-8257

鎌倉市 共生共創部企画課 課長 安冨 誠人 0467-23-3000

逗子市 環境都市部環境都市課 課長 青柳 大典 046-873-1111

三浦市 経済部海業水産課 課長 稲田 巡
046-882-1111
内線77331

葉山町
政策財政部政策課
都市経済部産業振興課

課長 佐野 秋次郎
課長 行谷 正茂

046-876-1111
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ブルーカーボンとは

・沿岸、海洋生態系に取り込まれ、そのバイオマスやその下の土壌に蓄積される炭素のこと

・2009年に公表された国連環境計画（UNEP）の報告書「Blue Carbon」において定義

・吸収源対策の新しい選択肢として世界的に注目

・ブルーカーボンの主要な吸収源は、
藻場（海草・海藻）や干潟等の塩性湿地、マングローブ林

（環境省HP参照）
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・2023年3月 『東京湾UMIプロジェクト』協力企業に認定/JBE BERG参加/オリジナルWEBサイトの立ち上げ

   

・藻場再生活動/PR協力 
『東京湾UMIプロジェクト』花枝採取（2023年5月）、種子選別（2023年7月）、種植え（2023年11月）、苗移植（2024年5月） 

 

『全国アマモサミットinふくおか』(2023年10月)

『国際アマモ・ブルーカーボンワークショップ 』(2023年11月) 

『夢ワカメ･ワークショップ』（2023年12月/2024年2月）
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・継続的に情報発信が可能な“70 年冠レギュラー番組の編成”
「ウミコイ₋今、海に出来ること-」（毎週金曜 20時54分~21時 枠）
   →パートナー4 社<日本製鉄/ENEOS/TOYOTA/Earth hacks>
→エンタメと学術の最適バランスをかなえる制作体制 

 
★意義：『地球温暖化への具体的な取り組み』

『生物多様性の保全』を常時発信 
   『パートナー社との連携による企画推進』
『地上波レギュラー番組初！番組制作で生じる二酸化炭素の排出量を測定』

地上波レギュラー放送での展開
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